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回転 ドラム 型培養 装置 を用 い た麹菌 によ るア ミラ
ーゼ生 産 （IB

498
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（キ ッ コ
ー

マ ン （株 ））今 井 　泰彦

［1 ］目的 　 麹 カ ビ の 培養 で は 、ペ レ ッ トの 形成 や 菌糸 の 伸長に よ る培 養液 粘 度 の 増加

が起 こ り、ゲル ピ ーズ 内部へ の 酸 素や 栄養物 質の 供 給 不足 が問 題 とな る。又 、通 常の ゲル

ビ
ー

ズ へ の 固定 化培養の 際 も、同様の こ とが問題 とな る．演者等 は前 報
i ）

に お い て 、微小

なゲル ビ
ー

ズ （ 500tt　m）に 固定化する こ とに よ り、酸素 や 栄養源の 供給不 是 とい う問題 を

克服 し、ロ
ー

ラ
ーボ トル 培養装 置 によ り長期 に渡る回分培養が可 能とな っ た こ とに つ い て

報告 した ． しか しなが ら、この 装置 に お い ては 、pHや DOの 制御 が行 えず 、漣 続 的 操 作の 検

討が行 えなか っ た ．そこ で 、連続培養 の 可 能な 培養装 置 を試 作 し、実 験 を行 っ た 。

［2 ］方法 　　漢用菌体 と して は キ ッ コ
ー

マ ン （株 ）研究所保存の Asperg．i　Uus 　oryzae

（RIB　642 ） を用 い た 、培 養装 置 と しては 、サ ク ラ精機 （株 ）より 鼠
一　 zた 回 云ドラ ム

型培養装置 （横型 内筒 回転 式通 気攬 拝 装 置 ； B「oprot −R　 type　 Il　 ）を改 良 して 使用 し、ビ

ー
ズ 100ml，培地 1．81 を いれ 、液温 30℃ 、回転 数 200rpm、　 PH5，6 、 DO　 7．5p阻 に保 ち 、

培養 を行 っ た 。

［3 ］結果　　回転 ドラ ム 型培養装置 に よる連続培養に お い て 、ビ ーズ の 状態 を顕 微鏡 で

観察 した 結果 、ロ
ーラ ーボ トル 培 養 の 場合 と岡様 に 、装置培養 液中へ の 菌糸の 伸長は 抑え

られ て お り、培養液の 粘度の 増加は 見 られ ず 、酵素 の 生産 も行 われ て い た 、そ の 際 、ビー

ズ径 の 増大 が認め られ た が 、培地組成 を変 える事 に よ り改 善す るこ とがで きた 。現 在 、回

転 ドラム 型 培養 装置 に よる長期の 連続 培養 を試み て い る。
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回転 円板型 機械 的消 泡装置装 着気泡塔 に よ る微生物 の 培養 （第二 報）
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一
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【目的】　 発泡 は 、多 くの 発酵 プ ロ セ ス で 問題 とな っ て お り、そ の 制御は 重 要 な課 題の 一

っ で あ る 。 現 在 、発 泡の 制御 法 と して は 、 主 と して 消泡剤 が広 く使 用 され て い る 。 しか し 、

消 泡剤 の 添加 は 、Kしa の 低下 や微生 物 に 対す る 毒性 な ど 、 発酵 プ ロ セ ス の み な らず 、発酵 生

産物 の 分離精 製操作 に も悪 影響 を お よ ぼす こ とが 指摘 され て い る。 本 研究で は 、 機械的消

泡装置 の 一型 式で あ る回転円板型 機械的消泡装置 （MFRD ） を装着 した 気泡塔 に よ る パ

ン 酵母 の 培養 を 試 み 、 実 験的検討 を行 っ た 。

【方法】　 供試菌株 に は パ ン 酵母sSlaggaa，1gmxgggh　 r　　　 cerevisiae （中越 酵母）を 用 い た 。 気 泡

塔 本体 に は 、 上部 に 直径 115mmの 回転 円板 を有す る MFRD を 取 り付 け た 内径 14emm 、 高 さ

1100，inmの 透明 ア ク リ ル カ ラ ム を使 用 し、通 気 は ガ ラ ス ろ過 板 （直径 110m 臥 標準最 大孔 径150
〜 250μ m ） を 通 して 行 っ た 。 円板上 へ の 液供給量 は、8ml／s と した 。 培 地 組成は （NH， ）2｝IPOn
2g／1，K2HPO4 　1g／1，MgSQ4 ・7H20　0．5g／1，KCI　O．5g／1：FeSOri・7H20　0．0183g ／1，Glucose　10g／1
．Yeast　 Extract　 2g／1と した 。 仕込 量 は 82 、培養温 度 は 30℃ 、 通気 量 は 0．2〜O．？・tvM と した 。

【結果 】　 い ず れ の 通気 量 に お い て も、MFRD に よ る 機械的 泡制 御下 で 培養 が可 能で あ

っ た 。 また 、 通気量 0．5vvm以上 で は 、
パ ン 酵母 の 増殖 に 差は認 め られ な か っ た 。 現在 、消

泡 剤添加系 （信越化学   デ ィ ス ホ ーム KM−7e、100ppm） に っ い て 比 較検討 を行 っ て い る 。
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